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【準決勝の戦評】
　　　釧路鳥取　VS　本別中央

　　　富良野　VS　江別中央

【決勝の戦評】

　　　富良野　VS　釧路鳥取
　1セット目、序盤は両チームともサーブ、レシーブ、スパイクが冴え、一進一退の攻防であった。中盤より釧路鳥取1番澤崎のスパイクが決まり、鳥取がリード
した。しかし、終盤、富良野9番和田の好サーブが決まり、富良野が第1セットを先取する。2セット目、序盤から富良野の好レシーブと4番関口、3番品川のサイ
ドのスパイクが決まり、試合をリードする。その後、釧路鳥取のサーブ、ブロックで同点に追いついた。中盤より、両チームとも一進一退の攻防となるが、終盤
は、富良野の強弱のある攻撃で勝利を手にした。

銭亀沢 江別中央

WINNERS 上ノ国

　1セット目、序盤から鳥取の攻撃が冴え渡り、相手チームに流れを渡さず、圧倒的な強さで1セット先取した。2セット目、序盤は本別中央がサービスエースな
どもあり1歩リードするが、中盤以降は、鳥取の攻撃力が勝り、逆転して勝利を手にした。

　1セット目、富良野が4番のアタック、1番のサービスエース、ブロックポイントで5連続得点し、江別を突き放す。その後、互いに点を取り合い、江別6番のアタッ
クで20対20と追いつくが、江別のサブミスなどがあり富良野が先取する。2セット目、江別が6番のアタックなどでリードするが、富良野が4人でブロック体制を作
り、江別の攻撃を抑える。そして、富良野が6連続得点をするなどし、前年度優勝チームの江別に快勝する。

釧路鳥取 野付

富良野

北見 恵み野

潮静 志文

富
良
野

本別中央

２１－１４
１５－２１
２１－１４

２１－１０
１２－２１
２１－１１

２１－１３
２１－１４
－

２１－　９
２１－１０
－

２１－　４
２１－１４

－

２２－２０
２１－１０
－
－

２１－１９
２１－１９
－

２１－１１
１６－２１
２１－１３

２３－２１
２１－１７
－

２３－２１
１３－２１
２１－１９

１８－２１
２１－１５
２１－１２


